50 cm アルミハイスタンド扇 

OPF-50AS 

-取扱説明書- 



このたびは、巧社 r 50 cm アルミハイスタンド扇 OPF -50 ASJ をお貢い上げ頂きましてまことにあリがとラ 
ごさいます。ご使用前に化ず取扱説巧書をお読みくだちい。なお、この取扱説巧書は大切にな营してください。 





























まを上のごを意 


♦ご使用になる前に、まを上の注意をよくお読みの上、正しくお使いください。 

♦ここに示しましたを意事項は、守らないヒ人身事がや、ま財の損害に結びつく重大な内容を記載して 
お y ますので、必ずずつてください。 

♦お読みになつた後は、お使いになる方げいつでを見られる場所に保管してください。 

-表示と意味について- 


表示 

表示の意味 

A 

警告 

誤った取 y 扱いをすると、人げ死亡または重傷を負ラ危険性力’巧 S まされる 
内容を示しています。 

A 

注意 

誤った取り巧し、をすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発お)’烟定される 
内容を示しています。 


図記！ 

声の例 

図記号の意味 


分据禁止 

〇の記号は、禁止の行為を示します。（してはいけないこと） 

具体的な禁止の内容は、文章や給で示します。 

ち回の場合は、「分瞄禁止 J を示しています。 

麼 

プラグを巧く 

参の記号は、行為を強制した y 指示する巧容を示しています。 

具体的な強制内容は、文章や絵で示します。 

ち図の場合は、 r 差込プラクをコンわントから抜く J ことを示しています。 


A\ 警告 


改造禁止 

絶巧に改造はしない。义災•感電-ケガの 
恐れがあ y ます。 

Q 

100V 使用 

電源は、交流 100V 巧使ラ。交流 100V なタトの 
電源を使ラと、义災感電の恐れがあ y ます。 

C 1 

分解 -1 

D 

度理禁止 

修理技術者 ly タトの人は、巧瞄•修理をしない。 
义が•感電-ケガの恐れがあります。修狸ま 
お買い上げの版売店にご連絡くだちい。 

を 

ブラグを抜く 

清掃•点巧の時は、スイッチを切 y 差し込み 
プラクちコンたントから抜く。漂れた手で備 
差ししない。感電の恐れがあ y ます。 

接视 

D 

賓止 

運転中はを巧ですので、羽根の中に物や指を 
入れない。ガードを外して運乾しない。 

回乾中の巧巧で指が切断される重大な傷害や 
事巧の原因にな y ます。 

〇 

ホコ U を取る 

差込プラグの巧および、巧の取付面に付着 
したほこりは、きれいに}式き取る。 

义災の恐れがあ y ます。 

〇 
使巧禁止 

ご使用中に、回お停止-異常音-振動- 
異臭等が発ました時は、直ちに使巧をやゆ 
スイツチを切 y、 差込プラグをコンたントから 
抜く。义災■感電の恐れがあ y ます。 

水かけ禁止 

製品には、水や、洗剤等をかけた y、 吹き 
付けた y しない。漏電によ y、 火災、感電の 
恐れがあ y ます。 
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注意 


〇 

設置場所 

平6で強度のある巧定した場前こ設置する。 
傾きが10固ん！:の場所や振動のある獄斤で 
使用しない。首振 y の際に周囲に障害物が 
ないことを巧詔する。 

使用禁止 

電源コードや差込ブラグげ傷んだ y 、 
コンたントの差し込みげゆるい時は使苗 
しないでください。感重やシヨート、発义の 
原因にな y ます。 

S ) 

使巧禁止 

換気扇としては、使巧しない。ダクトや 
創犬の中等で使巧しますと、モーター細1や 
巧巧が信傷する恐れがあ y ます。 

Q 

使巧禁止 

揮発性可燃物（シンナー•ガソ U ン等）の 
近くでは絶础こ使巧しない。殺を剤•掃陈 
スブレーなどを吹き付けない。引义-変質 
•破損する恐れがあ y ます。 

を 

プラグを持つて巧く 

差 a ブラグを巧くヒき比コードを持たずに' 

出巧差込ブラグを持って引さほ<。ブラグが 
傷んでいるときは使用しないでください。 

Q 

使巧禁止 

屋タトの雨水のかかる場所や、直射曰光下- 
高温ぎ湿の場所での使巧は避ける。また 
义 M には近づけない。絶掃劣化による感電、 
属電、义お•が障の恐れげあ y ます。使用 
環境の温度節面は、0で〜4 0でです。 

〇 

取 y 巧いま意 

首 f 斤れのち度を変无るヒきは、スイッチを 
切り、羽根の回転力’山:まったことをして 
から操作する。 

を 

ブラグを抜く 

ご使巧後は、差込ブラグをコンたントから 
抜いておく。絶縁劣化による义災•感電の 
恐れげあ y ます。 

〇 

巧近を意 

運掠中は本機に近づかない。特にお子様は 
を険です。 

ネクタイ-手袋-カーテン等がきき込まれ 
ないよラに;ま意してください。 

〇 

保营ま意 

湿度の高いとこ5、雨のかかるところ、 
直射曰光のあたるとこ5は避ける。お子樣の 
手の届かないとこ5にな营してください。 

〇 

取 LJ 巧いま意 

取り付け、お手入れの時は、^を着巧する。 
ケガの恐れがあ y ます。 

〇 

配線を意 

電力は直接コンたントから取る。やむを得ず 
延長コードを使巧する場合はでさるだけ短い 
長さでご使巧くだちい。 


【用途】 

♦工場巧の換気*粉じんの排除や機械の巧が、換気等に 


【特長】 

♦サーマルプロテクター(復帰式過熱保護装置）付きモーターを使用してお y ますので、まむしてご使用いただけます。 
モーターげ異常発熱すると、自動的にモーターげ停止します。モーターの温度げ下がるヒ自動的にモーターげ回拓 
します。 

※本機から離れる際は必ず本体の電源を切 y 、 電源ブラグをコン fe ントから巧いてください。サーマルブロテクターが 
♦プッシュボタンによ y 、 風量を3段階に調節できます。 

♦ちち首お y • 上下首巧れ機能げ付いています。 

♦高さは、 131 〜 1 52 cm まで調節可能、スタンドタイプ。 
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【組立部品図】 ※大きさは実寸比ヒ異な y ます。 【さ部のち称】 



(アルミ） （羽根用•予備） 電源コード 

【組立方法】 



を意 


製品を組み立てる際は、を部のネジをお実に締め付けてください。振動でゆるみ、ケガ • 
事なの原因とな y ます。運送途上の衝撃等によ y 、 部品の破揚•タトれ•をおする場合が 
あ y ますので、組立前にご®詔ください。またスイッチを切 y 、 差し込みプラグを巧いた 
が態で組み立てて < ださい。 


1 


2 


3 


• @=脚に付いている固定ネジをタトします。 

•①ミ脚止め具に、②ミ脚を差し込みます。 

-巧にタトした固定ネジでしつか y ヒ固定して 
ください。（合計6窗所） 

• の=脚止め具にスライドシャフト部せを 
差し込んでください。 

-任意の高さ願)に調整しスライド調整ノブを 
巧実に締め付けてください。 

. モーター部に取 y 付けてあ y ます4ヶ巧の 
ネジをタトしてください。 

•⑤をガードの rupj 巧を上にして位置を 
合むだ、先に取 y タトしたネジで巧実に取 y 
付けてください。 


⑤;宝ガード 


ネジ取 y 付け巧 


シャフト 



ネジを取 y 巧ける 



モーターを 正面から見た図 


の=脚止め買 を 
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•⑥羽根に取 y 付けてあ y ます固定ビスをゆるめておきます。 

. モーターシャフト平面部せに固定ビスを締め付けられるよラに、位置を合むせながら差し込みます。 
•固定ビスでしっか y ヒ締め付けて固定してくだちい。 



5 -④ガードリングのネジをゆるめ、⑤後ガードに合わせて取 y 付けます。 

•④ガードリングのネジをしめてしつかりと固定してください。 



〇 

取扱注意 

ガードリングのネジの締めつけがゆるいヒ振動でタトれることがあ y ます。 

ネジが巧実に締め付けられガードが外れないことを巧認したラえでご使田ください。 

【ァース】 

〇 

接 化 

ァースは他の電気器真と共用した y 、 ガス管-水道管-避雷針-電話のァース等へのち続は 
絶巧に行むないでください。大変ち陵です。 

ァースエ事（接地工事）を新たに巧ラには、電気工事±の資巧が必要です。ァースエ事を 
巧ラ場合には、電気工事店にご相談<ださい。 


本機をまをにご使用いただくたゆ、差込プラグに付いているアースクリップで 
必ずアースをとつてください。 


※漏電等による感電事が防止のため、アースは必ずとつてください。 



ア ースク U ツブ 
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【操作のしかた】 


1 スイツチ 

•スイツチは3段階に風量が調整でまる3速スイツチになつて 
お y ます。 

「強•や•弱 J スイッチを巧すヒ運転を開おします。 

「切 J を巧すヒ運転を停止します。 


2首 ] ly 

. モーター上部の首振 y ツマ S を巧すヒ首振 y を開始し、 
ツマ5を引き上げるヒ首お y は停止します。 

-首お y 角度は水平方向に約9 0度の節囲で動きます。 


〇 

巧巧を意 

茵 i リ運輯中に巧理に巧さえて停止 
ちせた y しな L 、。 

巧障の原因にな y ます。 

茵 i りを巧う時は周囲に障害物がない 
こヒを《1認してから巧つてくだちい。 

3首巧れ 

-首巧れ角度は、図のよラに4段階にカチッヒ音のする所で 
固定されます。 

〇 

取扱’ま意 

茵奴る閒もスイッチを 
切 y 、 羽板の回坛げ止まったことを 
確認してから操作してください。 


【仕様】 



約90度 



品 ち 

50 cm アル5八イスタンド扇 

型 式 

OPF -50 AS 

電圧-周波数 

AC 100 V 50/60 H Z 

風量調蓄 

強 

中 

弱 

電 流 （ A ) 

0. 89/0. 99 

0. 6 1/0. 73 

0. 51 10. 60 

消費電力 ( W ) 

84/100 

6 1/75 

52/6 1 

風速 （ m/m i n ) 

239/270 

218/22 1 

197/185 

風量 （ m 3 /m i n ) 

13 1/149 

119/122 

108/102 

首） 1y 角度 

約90度 

首 巧れ 

4段階 

長 さ 

131〜152 cm 調節巧能 

コード長さ 

VCTF 0.75 mm 2 約 g . 4 m 

フアン涅 

50 cm 3巧羽根(アル 5) 

本体寸法 

幅8 3 X 奥巧き7 5 X 高さ131〜152 ( cm ) 

質 量 

約 7. 8 kg 
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【保守と点檢】 

羽根、ガード、モーターにホコリが付着しますと、異常音•振動■モーター過熱などの原因とな y ます。下記手順に 
従って、さ部の清掃を巧ってくだちい。 

• モーター表面のホコリは掃除機で吸い取ってください。 

•羽银、ガードのちれは、薄ゆた中性な剤に浸し、固くしぼった柔らかい巧で巧き巧 y 、 さらにをいた巧で洗剤げ 
巧らないよラに巧き取ってくだちい。 

•長時間使用しない場合は、スイッチを切 y 、 差込ブラグをコンたントから巧いてください。またホコリがつかない 
よラに本機にビニール袋寄をかけてな管してくだちい。 


〇 


清掃•点巧の際は、スイッチを切 y 差込ブラグをコンわントから抜いて、羽银の回おげ 
止まったことを巧認してから巧ってください。 


Q 


本かや羽巧などを拭:く場合は、タワシ-研磨剤-ペンジン-シンナー等をご使用にな y ますと、 
塗装面の剥離やをお • 破損を引き起こしますので、使用しないで<ださい。 

羽巧に貼付ちれたを意シールをはがした y 、 文字を消さないでください。 


【トラブルの原因と巧策】 


巧障の種類 

原 因 

巧 策 

スイツチを入れてをお根が 
回転しない。 

-差込プラグがコン fe ントに正しく差し 
込まれていない。 

-コンたントに差し込まれているか点巧。 

-電源コードに傷等がないか点巧。 

■ モーター • スイツチの故障 

-お買い上げの販売店にご連おください。 

運転中に異常音やお動が 

-おおの固定ビスげゆるんでいる。 

-お银の固定ビスを締め直す。 

•ガードリングのゆるみ。 

-ガードリングのネジを締め直す。 

-固をネジのゆるみ。 

-を部固をネジを締め直す。 

-設置場所が不を定。 

-ま定した強度のある場所に移動する。 

羽银の回転が遅い。 

-電圧が低い 

•正しい電圧で使用する。 

•延長コードが長すぎる。 

•延長コードは使用しない。コンセントから 
巧い場所で使用する。 


♦上記の点巧をしてを症がな摩むらないときは、事な防止のため、直ちに使用を中止し、差込ブラグをコン fe ントから 
巧いて、お買い上げのお売店ぺ修巧をご巧おください。 

♦ご自分で分が■修理は危険ですから、絶対にしないでください。感電•ケガの恐れがあ y ます。 


本製品はヴーマルブ□テクター（復帰式過熱な護装置）付きモーターを使用してお y ます。 

モーターが異常発熱すると自動的にモーターが停止し、モーター温度げ下げるヒ回拓し始めます。 

度々このよラな症がが出ましたら、使用を止め、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

• X •サーマルブロテクターが作動し復帰すると、羽板が白動的に回転し始めますので、十分ごま意ください。 
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工場扇についての重要なお知 6 せとお願い 

長期間ご使用の工場扇では、電源コード*モーター-コンデンサ等の電気部品の経年劣化による発熱- 発煙. 発义のちお I 性があ y ます。 
ご使用前には必ずご確認いただま、巧のよラな症ががある場合には、直ちに使用を中止してください。 


工場扇は工業用機器でず。でのご使用に比べると、過酷な環境で長時間ご使巧に 
なることが想定されます。ご使用前には化ず点ちをし、異常がないことをご磕をください。 
また、ご使吊にならないときは、必ず差込プラグをコン t ントから巧いてください。 
長期間差込プラグをコンセントに差し込んだまま放置します i ：、 トラッキンク馬ま（差込 
プラグとコン t ントの間にホコリが酒まリ、湿気が加わるヒ义巧力‘境ちしやすくな y ます。 
ホコリが焦げて就ヒすると、 F トラック j ヒ呼ばれる電気の道が作られ、そこから放電 
して発义ずる規象のことをトラッキング現まといいます。）が起こるを険巧があ y まず。 


♦電源を入れてち羽根が回乾しない。 

♦電源を入れると異常音や振動がある。 

♦モーター部分び異常に熱い、または焦げ臭い。 
♦羽根の回おが異常に遅い、または不規則に回転する。 
•本体•羽根が変おしてしほ。 


株式会社ナ为ドミ 

干 382-0836 長野県上高井郡高山村大字高井6445香地2 
参商品についてのお問い合わせは「お客様相談窓口」までご連絡くださし、。 



TEL 026-245-3105 FAX. 026-248-7101 


受付時間1日:邮〜12:日日13:日日〜17:邮(± •曰-ネ兄曰を除く） 

※製品は改良等のため予告なく外観-仕様等を変更することがあります。 


2012.01 








